
「英語 学概 論」 の100年

何を教え、何を学んだか

田辺 春美

1.は じ め に

戦後わが国の文学部英文科においては、「英語学概論」やそれに類する 「英

語学概説」「英語学入門」などの名称で、英語学の諸分野を概観 し専門的な

英語学研究の導入となる科 目がおかれてきた。2001年の田島松二氏による「わ

が国の英語学100年 一回顧 と展望一」では、過去100年 を回顧する理由を、夏

目漱石がイギリス留学に出発 した年が1900年 であり、このころすでに幕末以

来行われて来た実学中心の英語研究からは一線を画する英語学研究がおこな

われ、英語史や英語音声学が出版 されていたとした1(田 島2001:i)。 この

著書で、田島氏は1900年 から執筆時までの100年 間において、英語学の諸分

野でどのような研究がおこなわれてきたのか、先人の著書 ・論文を紐解 き英

語学研究の学問的な発達 と成熟をたどっている。わが国の大学教育において

「英語学概論」ではどんな事がらがお しえられて きたのかは、そのもとにな

る英語学が何を扱 う学問と考えるのかにおおいによるが、当然担当教員の研

究上の立場によってその内容は微妙に異なっている。田島氏の著書はあくま

で英語学研究が対象 となっているため、大学の授業科 目である 「英語学概論」

においてどのような事が らが教えられてきたのかについてはこの本から知る

ことはできない。

本論では、わが国の英文科にある 「英語学概論」 という科 目について過去

約100年 を駆け足でた どり、どのような内容がとりあげられてきたのか、そ

の内容はどのように変化 したのかを調査 し、英語学研究 とその基礎教育のあ

り方について考察する。調査の方法は、代表的な大学 として東京大学文学部

1長 井 氏 最 「英 語 獲 達 史』(1900)
、 岡 倉 由 三 郎 「発 音 学 講 話 』(1901)、 片 山 寛 他

「英 語 発 音 学 』(1902)、 岡 倉 由三 郎 「英 語 発 音 学 大 綱 』(1906)参 照 。 田 島(2001:

12)に 詳 しい 。
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の題 目一覧 と 「英語学概論」 とそれに類するタイ トルで出版されてきた図書

に含まれる内容の時系列的な異同を文献学的におこなうものである。東京大

学文学部の講義題 目は、『東京大學文學部学生便覧』と「東京大学文学部便覧」

に掲載 されているが、現在東京大学の図書館で閲覧できるのは昭和10年(1935

年)か らである。2平 成20年 以降29年 はすべての授業科 目一覧は便覧には掲

載 されていないが、教員免許状取得必修科 目のリス トから 「英語学概論」が

教授 されていたことは確認できている。現在、平成30年 度分のみ大学のホー

ムページでシラバスが公開されている。

もう一つの調査方法は、英語学の基本を教える教科書及び参考書が取 り上

げている内容を比較検討することである。最 も初期の出版物で「英語学概論」

に類する名称の書籍は、1918年 に出版 された金子健二著の 「英語基礎學」で

ある。また、市河三喜著の 「英語學:研 究 と文献」(1936)や 大塚高信著の

「英語学論考』(1949)に も英語学の基礎的な記述がみられる。この時代から

現代 まで、どのような出版物が著 されたのだろうか?ま た、英米ではどのよ

うな入門書が出版 されたのか、特にわが国の英語学界に影響のあったとおも

われる文献を検討する。この調査方法について、大学の教員の中には、必ず

しも教科書を指定せずに独 自の講義を行ったり、英語学の様々な分野の洋書

を講読 しなが ら講義した りするケースも多々あるので、「英語学概論」の出

版物だけを見たのでは不十分であると言 う意見 もあるだろうが、客観的な資

料 として英語学の基礎を教える文献を考察することは意味があると思われる。

本調査を今から過去100年 としたのは、昭和初期の英語研究を回顧 した大塚

高信氏の 「わが国に於ける英語学研究」(1938年)が 、市河三喜氏が1912年

に出版 した 「英文法研究」を真に科学的英語学研究 とし、わが国の英語学研

究の礎をこの書物においていることによる(田 島2001:9)。

2. 東京大学文学部の講義題 目から見る 「英語学概論」

東京大学文学部の講義題 目調査では、最近までシラバスが公開 されてい

昭和19-20年 、26-27年 、29-30年 度の 「東京大學文學部学生便覧』

44年 度の 「東京大学文学部学生便覧』は、欠本のため未見である。

と34-37年 、
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たわ けでは ないため講義 の内容 まで わか らない上 に、そ もそ も東京大 学文

学 部一校 だ けの調 査が適切 か どうか は疑 問が あるが、戦前 か らの歴 史が わ

かる大学 の例 として考慮 に値す るだろ う。1877年 に創立 されたわが 国最古 の

大学 である東京大学文学部 の英文科 では、外 国人教 師が英米文学英語学研究

の基礎 を作 った。英語学 で は、比較言 語学や文 献学的英語学 に詳 しいJohn

Lawrence教 授(1850-1916、 在 任1906-1916)の 薫 陶 をうけた教 え子達が その

後の 日本 の英語学 の研究 ・教育 を発展 させ たこ とこ とを鑑 みて、講義題 目調

査 の対象 とす る代表 的な大学 と して東京大学 を選んだ。Lawrenceの 特 訓 を

受けて、頭角 をあ らわ した市 河三喜氏 はLawrence急 死 の後 を継 いで1916年

に助教授 として就任 し、その後1937年 に退官す るまで30年 に亘 って教育研究

に大 きな功績 を残 した。昭和10年(1935)か ら18年(1943)ま で の講…義題 目

調 査か らは、短 い期 間で あ るが戦 前の教 育 をかい ま見 る ことが で きる。戦

前 は英語 学、 イギ リス文学 、 アメ リカ文学 の 区分 が明確 で はな く、 イギ リ

ス文学 を中心 とす る文 学 と語 学 と実学 的 なCompositionの 授 業 と渾 然一体

とな っていた。 昭和10年(1935年)に 市河 教授が担 当 した科 目は、「近代英

語 学概説」「英語学演習 」「英文法演 習」の3科 目であ った。 その うち、「英

語 学 演 習 」 は、括 弧 内 に副 題 と して 「Jespersen:EssentialsofEnglish

Grammar」 と付記 され ていた こ とか ら、Jespersenの テ キ ス トを読んで い

た ことが わかる。翌年 の昭和11年(1936年)か ら順 に講義科 目の題 目をあげ

る と、「英語学概論(英 独 語比較研究)」、「英語発達 史」、「英語学 の諸 問題」、

「英 語 史概 説」、「近代 英語学概 説 」、「英語 の背景」、「口語英 文法(Palmer:

GrammarofSpokenEnglish)」 と続 く。昭和11年(1936年)に 「英語学概論」

が講義 されていたが、括弧 内に副題 と して、「英独 語比較研 究」 と書 かれて

いた ように、専 門科 目へ の入 門 とい うよりは英語文献学 的な内容 や英文法 に

関 して毎年 テーマを変 えて 自由に講義 していた ように思 われる。 第二次世界

大 戦の戦況が厳 し くなる中、昭和19、20年(1944、45年)の 便覧 は欠本、終

戦直後の21年(1946年)は 専修科 目一覧 のみで題 目はかかれていなかったが、

英語学 英米 文学専修 の専 門科 目として、「英語学概論」があげ られていた。

昭和22年(1947年)に 市河教授が 退官 した後任 として中島文雄氏が着任 し、

「英語学概論」「近代英語 の成立」「英語学演習」を講 義 した。昭和25年(1950

年)ご ろ まで、中島氏 と戦前 か ら市河教授 とともに 「英詩 の英語」 を講義 し

ていた佐々木達講師 と、2名 体制 で英語学 の教授 にあたった。佐 々木講 師の
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担 当科 目は昭和22年(1947年)「 英語の諸問題」 と 「英語学演習」で、その後、

昭和23年(1948年)よ り中島氏が退官す る昭和39年(1964年)ま で順番 に講

義題 目を挙 げる と、「近代英語の音韻 と文法」「英語学演習(中 英語)」(中 島)、

「英語学の発達」「英語学演習」(佐 々木)、「英語学概論」「英語 の発達」(中 島)、

「現代の英語学」「英語学演 習」(佐 々木)、「英語学研究」 「初期近代英語講読」

(中 島)、 「英語学講読(E.M,フ ォ スター)」(佐 々木)、 「英語学概論」「英語

学 演習Potter:OurLanguage」(中 島)、 「英 語の研究 」(中 島)、 「英語学演

習(Jespersen:GrowthandStructureoftheEnglishLanguage)」(宮 部、

教 養部)、 「英語学概論 」(中 島)、 「英語学演習Onions:AdvancedEnglish

Syntax」(木 原)、 「英語学概論」(中 島)、 「英語学概論」(中 島)、 「英語学演

習Wrenn:TheEnglishLanguage」(上 野)、「言語意味論」「英語学概論」「現

代英語演 習」(中 島)、「英語学概論」 「現代英語演習」(中 島)で あった。 また、

便 覧の講義題 目には時折使用す る洋書の タイ トルが添 えられるこ とがあ り、

そ こか らJespersen,Potter,Onions,Wrennな ど当時 わが 国に よ く紹 介 さ

れ、研 究 された文献 を講読 したこ とが わか り興味深 い。 中島文雄氏 は、 昭和

26年(1951年)出 版 の英語 ・英米文學講座 「英語学概論上』 に 「英語学概論」

を執筆 している。の ちに、 中島氏 はWrennのTheEngetshLαngzeαgelこ 注 釈

をつけて研究社 か ら出版 した。東京大学文学部 の講義題 目と照 らし合 わせ る

と、中島氏 は戦後 間 もな く 「英語学概論」 とい う授業科 目を確立 した と言 え

るだろ う。

昭和40年(1965年)に 退官 した中島教授 の後任 と して就任 した長谷 川欣

佑 氏 は、変 形生成 文法理論 の黎 明期 にい ち早 く日本 にこの理 論 を紹 介 した

パ イ オニアで あ り、そ の後 も指導 的 な立場 で統語論 研究 を牽引 した。東京

大 学文学 部 の授 業 では、平成7年(1995)の 退 官 まで一貫 して 「英語 学概

論 」の授業 を担 当 し続 けた。例外 的に、昭和43、51年(1968,1976年)の よ

うに木原講 師 と下村助教授が担 当 した年 もあったが、毎年 「英語学概論」 は

長 谷川氏 が担 当 し、 昭和47年(1972年)か らは副題 として 「英 語学概 論 一

音 韻史 ・英語 史 一」 「英語学概 論:音 韻論 と英 語史」 とある ように音韻論 と

英 語史 を取 り上 げ る年 と、「英語学概論:英 語 生成文法概説 」 を取 り上 げる

年 と交互 に繰 り返す とい うス タイ ルを とった。 その一方 で、「英語 学演 習」

では、Langacker,Chomsky,Klima,Grinder&Elgin,Ross,Akmajian,

Culicover,Baker,Reinhart,Radford,Lasnik,McCawley,Horrockな どの
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著作が教材 としてあげられた。英語史関係の授業については、教養部の寺澤

芳雄教授、久保内端郎教授、山縣宏光教授のほか、都立大学教授の小野茂教

授 と忍足欣四郎教授が長 く兼任講師または非常勤講師を務め、常に 「英語史

概説」、「英語史研究」、「英語史の諸問題」、「中世語 ・中世文学序説」、「中世

英語英文学概説」、「中世英語概説」などの題 目で授業が行われた。中島教授

時代には専任教員 も兼担教員 ・非常勤教員 も現代英文法を講 じたり、英語史

を講 じたりしていたが、長谷川教授時代に専任教員が英文法 として生成文法

を、外部講師が英語史を担当するという分担形式が定着 した。

長谷川教授退官後、平成8年(1996年)に 今西典子氏が着任 し、2年 後の平

成10年(1998年)に 渡邉明氏 も就任 し、英語英米文学専修課程は英語学の教

員が二名の体制 となった。今西氏着任のころ、セメスター制の導入により夏

学期 または冬学期のみの授業が多くなり、講義の種類が増大 し複雑になった。

今西教授が平成28年 度末に退官 し、現在は渡邉教授の一名のみが英語学を担

当している。平成21年 度より学生便覧にすべての講義題 目と担当者が記載さ

れなくなったため、教員免許状取得必修科 目のリス トに掲載 されている一部

の講義題 目しか調査できなくなったが、この体制の元で、「英語学概論」 と

「英語学入門」の2種 類の入門授業が置かれ、今西氏 と渡邉氏のどちらかが

毎年担当してきたことは確認できた。平成8年(1996年)に 今西氏が担当し

た 「英語学概論」は、副題 として 「言語構造 と生成文法入門」 と付記 されて

いる。平成30年 度分 に限 り、東京大学のHP上 に掲載 されているシラバスで

詳細な内容 をしることができる。3それによると、渡邉教授担当の 「英語学

概論1」は生成文法入門、「英語学概論II」は音声学 ・音韻論、形態論、英語

史とつづ り字、語構1造、音節、強勢、韻律などである。平成8年(1996年)

以降、他の英語学の専門科 目は、「英文法論」「英文法研究」「生成文法理論

研究:論 証の方法」「生成文法理論研究:統 語論研究」などを専任教員が担

当 し、さらに外部の講師によって 「形態論 ・レキシコン」「意味論研究」な

2018年 度 「英 語 学 概 論1」 の シ ラ バ ス は 、http://catalog。he.u-tokyo.ac.jp/ug-de

tail?code=04183001&year=2018&x=31&y=15を 、 「英 語 学 概 論II」 の シ ラ バ ス は

http://catalo9.he.u-tokyo.ac.jp/ug-detail?code=04183002&year=2018&x=30

&y=15を 参 照 。
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ど統語論以外の分野の授業 も毎年ではないができるだけ積極的に開講されて

いる。英語史の授業についても、「英語史概説」「英語史研究」などの題 目で

教養学部の寺澤盾教授、小川浩教授、非常勤講師として児馬修立正大学教授、

宮下治政鶴見大学准教授 らが担当してきた。年を追 うごとに、文献学的な英

語史というよりは、理論言語学的な立場の教員が担当する傾向がみられる。

ただし、講義題 目からは英語史の授業がない年 も散見された。今西氏の時代

は、理論言語学が さらに充実したといえよう。

東京大学文学部の場合、長谷川欣佑氏が就任 して以来、英語学研究のパラ

ダイムは伝統文法 ・構造主義的記述文法から生成文法理論に基づ く統語論の

追究に完全にシフトし、当然のことなが ら学部の英語学の講i義題 目リス ト

にも、「英語学概論」の内容にもそのことが色濃 く反映 して来たといえよう。

ただし、東京大学の特殊性にも注意を向ける必要がある。カリキュラム上、3、

4年 次から専門科 目が始まるため専門教育への導入に時間をかけることがで

きない不利な点と、言語学専修課程 もあるので理論的な英文法研究以外の多

様な言語学関係の科 目を履修することができるという有利な点がある。

3教 科書 ・参考書から見る 「英語学概論」

3.11960年 代以前に国内で出版 された 「英語学概論」

次に、「英語学概論」のあり方について、教科書や参考書などの出版物か

ら考察 したい。最 も早い文献で英語学概論を示唆するタイ トルが付けられて

いるのは、1918年 に出版 された金子健二著の 「英語基礎學」である。 しかし、

この本は 「古代及び中世英語研究」 という副題がついているように、実質的

には英語史の書物であった。20世紀前半まで、英語学 と英語史は区別しがた

いところがあったので、無理からぬことであった。金子氏はこの後この本に

さらに加筆 して、1932年 に700頁 をこえる大著 「英語獲達史』を著 した。

昭和10年 、20年 代の概論書 と言 える著作を2点 紹介 したい。1冊 は市河

三喜氏の 「英語學:研 究 と文献」(1936)で ある。この本は、辞書類、方言、

音声学、音韻論及び英語発達史、文法などの章に分かれてお り、それぞれ

海外の文献を解説 しているので、現代の概論 よりは難易度が高い ように思

われるが、市河氏は本書を 「「英語學」への序説とか入門とかいうようなも

の」(p.iii)と述べている。2冊 目の大塚高信氏の 「英語学論考」(1949)所
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収 の 「III英語 學 の獲 達」(pp.182-277)も 、 も とは昭和10年(1935年)に 『英

語青年」 に連載 した英語学研究 の歴 史 を海外 の研 究 を紹介す る論 考であ り、

取 り上 げ られてい る項 目が 、英 語史、現代英語 、文 語の歴史 、単語 の研究、

外 来語の影響、英本国以外の英語 、英語音声学 、形態 論、語形成、Syntax、

Stilistiki、 言 語 と文化 など、現代の 目か ら見 て も英語学分野 を適切 に傭鰍 し

てい る。戦 後 しば ら くしてや っ とタイ トル に 「英語 学概論 」 と名付 け られ

た書物が 現れ る。それが前 述 した河 出書 房か ら出版 された 「英語 ・英米文

學 講座」 シ リーズの1巻 「英語 學概論上」(1951)で あ る。 中島氏 は巻頭 の

「英語學概論」(pp.5-67)と い う章。を担 当 した。その内容 は、英語学 の仕事 、

英語 と印欧語族 、英語 と文化 史、語彙 、発音 と綴字 、音法則 、類推作用、文

法 であった。ち ょうどこの ころ、 オ ックスフォー ド大学のG.L.Wrennに よ

るTheEnglishLαnguαge(1949)が 出 版 され、中島氏 はこれに注釈 をつ けて、

1954年 に研 究社 より出版 した。内容 は、中島氏 自身の 「英語学概論」 と良 く

似 ているが 、相違 点は 「文法」 のセクシ ョンが 「語形 、語形成 及び配列」 と

い う名称で ある ことと、「近代英語の作家 」や 「今 日の英語 」 とい う章 もあ

った ことだ。この注釈本 は教科書 として長 く活用 され、1980年 に翻訳 もでた。

中島氏 の 「英語學概論上」 に続 いて、小林智賀平著 の 「英語学概論』(1957)

も出版 された。英語音声学 と英語音韻論 、英語意味論 、英語音変化 、英語意

味変化 、語原 と外 来語 、文法論 、文体論 、英語発達 史通観 、現代英語学展望

と詳細 に章 を分 け、全部で400頁 を超 える分量 とな っている。本 文 中、英語

史外観 と文体論 だけで200頁 近 くとか な り多 くの頁数が さかれてい る。

1960年 か ら80年 代 ごろ までの時期 の特徴 は、教科書 ・参考書 としての 「英

語 学 概 論」 よ りは、 む しろ注 付 きのWrennのTheEnglishLαnguαgeの よ

うな、注釈付 きの洋書や翻 訳本が つ ぎつ ぎに出版 され た ことにあ る。例 え

ば、1966年 にSimeonPotterのOze7・Lαngzeαgeの 翻 訳 が、1970年 にAlbert

H.Marcwardtのlnt7・odzectiontotheEnglishLαngzeαgeの 翻 訳、1972年J.H,

4
ドイ ツ 語 で 文 体 論(Stylistics)の こ と。 当 時 の 学 問 は ドイ ツ か ら学 ぶ こ とが 多 く、

英 語 学 も例外 で は な か っ た。

本書に先立ち、中島氏による同名の著書が1948年 に東大協同組合教材部より印刷

されたが内容は異なる。
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Friendの1?zt7・od2LctiontoIlnglishLing2ListZosの 翻 訳、1981年 にMadelonE.

HeatherintonのHozo'EnglishVVo?・ksの 注 釈書(原 著1980年 出版)、1984年A.

E.DarbyshireのADesc7・iptionofE「nglishの 翻 訳が 出版 されたが 、お もしろ

い ことに これ らの本 の 日本語 のタイ トルはすべ て 「英語学概論」 や 「英語学

入門」 であった。明治このかた、欧米 の書物 を読 み解 き、紹介す る と言 うス

タンスがメイ ンス トリームでつづ いてお り、教員 は読 みやす く語学 的な勉強

に もなる これ らの洋書 その ものを教科書 に使 って講義 した り、学生 も翻訳本

を参 考書 として利 用 した りしなが ら、英語学 の入 門的な知識 を蓄積 した時代

だった といえ よう。この頃 も、その内容 は しば しば英語 の発達 に関す る知識

とかな り重複 していた。

80年 以 降 に な って も、 洋書 の翻訳 は引 き続 き行 われ たが(グ ラム リー

1984;フ ロ ム キ ン ・ロ ッ ドマ ン1980、1983、1997;オ ハ イオ州 立大学 言語

学科1999参 照)、 言語学 の発達 が 目覚 ま しくな り、それ を反映 した 日本 人

に よる書 き下 ろ しの英語学概論 の出版が増 えて くる。1981年 荒 木一雄編著 『コ

ンパ ク ト英語学概論」、1987年 安 井稔著 『英語学概論」、1987年 石 黒 昭博他著

「現代英語学要説』、1991年 安 藤貞雄、小野捷共著 「英語学概論』、1995年 稲

木昭子他著 「えい ご ・エ イゴ ・英語学』、1997年 八 木克正,吉 田和男,梅 咲敦

子共著 「英語学概論」、1997年 西 光義弘他編 「日英語対照 による英語学概論」

と枚 挙に暇がない。この時期 の概論書 は、概 ね英語 の史 的発達、音声、形態、

統 語、意味、語用論 な ど英語学 の各分野 を万遍 な く取 り上 げている。石黒他

(1987)は 広 範 なテーマを偏 りな く概観す る概論書 を編集 した。西光他(1997)

は 日本 人母語話者 を対象 とし日英対照 とい う観点 を初 めて取 り入 れて、諸分

野 を詳 しく解説 してい る。 アメリカで出版 されたFromkin&Rodmanの 言

語 学入 門書や オハ イオ州立大学 言語学科 編 のLαnguαgeNlesな どが モ デル

になっている と思 われる(両 書 について はセ クシ ョン3.2を 参 照)。 安井(1987)

で は情報構造 の章 を、石黒他(1987)で は英米文学 や文体論、 日英対照研究

の章 も取 り上 げている。安藤 ・小野(199!)は 半 分 の分量が英語史 で しめ ら

れているが 、意味論 はあつかっていない。八木他(1997)も 意 味論 の章 を設

けていないが 文法 に詳 しく辞書 や語法 の章が あるな ど、 それぞれ特徴が ある。

統語論 の扱 い方については、言語学 史の流 れにそって、伝統文法 ・構造主義

言語学 の考 え方に続 き、変形生 成文法 の枠組 みを紹介 してい くタイプ(安 井

(1987)、 石 黒他(1987)(1993)、 八 木他(1997))と 伝 統 文法 ・構i造主義 に
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は全 く触れないタイプがあり、1995年 中島平三 「ファンダメンタル英語学』

は後者の例で、統語論(生 成文法)、 形態論、音韻論、意味論のみで構戒 さ

れている。

2000年 以降は、英語学の守備範囲も広が りますます学問分野の細分化がす

すみ、かつ隣接する周辺分野へ と研究の裾野が広がった。英語学だけでなく、

英米文学分野でも文学の単なる背景知識 としてではなく、英米や世界の英語

圏における歴史や文化 もいままで以上に重要な研究対象 となった。また、若

年人口の減少 という問題 とあいまって、わが国の大学の英文科をめぐる状況

も激変 し改組や再編を余儀なくされた。その結果、英文科のディシプリンの

中にコミュニケーションや文化研究が広 く取 り入れられたことにより、英語

学の基礎知識 とは何かという基本的な共通理解 も以前のような一枚岩ではな

くなり多様化 してきたと言わざるを得ない。2000年 以降に出版 された概論書

の顕著な特徴は、過去の改訂版が多いことである。例えば、2002年 の 「新え

いご ・エイゴ ・英語学」は稲木他(1995)の 改訂版であり、2007年 の八木克正

他 「新英語学概論」は1991年 の大幅な改訂版、2015年 龍城正明編著 「英語学

のパースペクティヴ」は石黒他(1987)の 改訂版、2013年 三原健一他 「日英

対照英語学の基礎」は西光編 『日英対照言語学概論』から言語学のコアのテ
ーマのみを抜粋編集したものである。改訂の方針 としては、1)語 用論、2)

英語の多様な変種、3)認 知意味論の導入、3)英 語史の簡素化などの傾向

がみられる。1)の 語用論は早 くは 「情報構造」 として安井(1987)で も取 り

上げられていたが、安藤(1991)、 西光他(1997)、 安藤(2001)、 稲木他(2002)、

長谷川他(2006)な どほとんどの本で語用論の章 として扱 うようになった。 と

くに、最 も直近に出版 された井上逸兵 「グローバルコミュニケーションのた

めの英語学概論」(2015)で は、ダイクシス、会話の原則、ポライ トネスな

どの語用論の トピック、談話分析、コミュニケーション論、社会言語学など

の内容に力をいれている。同年に出版 された平賀正子 「ベーシック新 しい英

語学概論」(2015)は コミュニケーシ ョンの分野からみた英語学入門という

かわった視点をもっており、語用論 とコミュニケーション論に詳 しく従来英

語学の基本 とされた発音、形態、文法研究についての言及は圧縮 されている。

3.21970年 代以降英米で出版 された言語学 ・英語学概論書からの影響

前セクションからわが国における概説書の出版状況がわかったが、英米
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で は どの ような概 説書が 出版 された のか につ いて以下 に検討す る。70年 代

以降、 アメ リカで出版 された言語学 の入 門書 と して版 を重 ねてい る教科 書

と して、 カ リフ ォル ニア大学 ロサ ンゼ ル ス校 のFromkin&RodmanのAn

Int7nod?tctiontoLαngzeαge(F&Rと 省 略)と オハ イオ州立大 学言語学科 編 の

LαnguαgeFiles(LFと 省 略)が あ る。 どち ら もロ ン グセ ラー で、F&Rは

1974年 の 初 版 以 来11版 が2017年 に 、LFは 初 版 が1979年(未 見)で12版 が

2016年 に 出版 された。これ ら2つ のシ リーズ とも大部 であるに も関わ らず 日

本 語訳6が 何度 も出版 されてい るこ とを見て も、20世 紀 後半 にお いて アメ リ

カの言語学が 日本 の英語学研究 に強い影響 を与 えたこ とが わかる。

両 シ リーズ を比較 してみ よう。F&Rが 多 くの協 力者 を得 なが ら版 を重 ね

つつ も主た る執筆者 は、VictoriaFromkin(6版 ま で)、RobertRodman

とNinaHyams(7版 か ら)に 限 られてい るの に対 し、LFの 方 は毎 回 こ と

な る編集 者が担 当 して きた。 また、章 の構成 に関 して、F&Rは 全 体 の分量

が極 端 に増 えない ように しつつ章 の増減や順番 の入れ替 えを行 って きたが、

LFは 基本的 な章立て は前版 を踏襲 しなが ら、初期 の ころの練習 問題 集 とい

う性格 を5版 か ら練 習問題付 き概 説書 に変更 し、12版 で は総頁数 が750頁 も

ある電話 帳の ような書物 になっている。これ らの入 門書 は、80年 代 か ら現在

にいたる までの言語学 の変遷 を教育場面 において反映 している点 で、 なかな

か興 味深 い。

一 言でい うと、F&RとLFの 過 去35年 の 変化 は、言 語習得 と脳科 学の記述

が増大 した こと と英語史が姿 を消 した こ とで あ る。F&Rは 初 版 か ら続 けた

編 集方針が6版 か ら大 きく変 わ り、脳科学 を最重要視す るよ うになった。初

版 では12章 のTheGrayMatterofLanguage:LanguageandtheBrain(言

語 習得 、脳科学)は1つ の章 であったが 、 じきに分割 されて内容が拡充 され

6F&Rの 訳書は3種類ある
。梅田巌他訳 「言語とは何か:現 代英語学への招待』(原

著2版 の訳、あぼろん社、1980;1983)、 「言語学の視界』(原 著3版 の訳、あぼ

ろん社、1997)と 緒方孝文、円谷公美恵訳 「フロムキンの言語学』(原 著7版 の訳、

トムソンラーニング、2006)。

LFの 訳書は、覧壽雄、西光義弘、嶋村誠編訳 『ランゲージ・ファイル:英 語学概論』

(オハイオ州立大学言語学科編、原書1979、1987年 の抄訳、研究社出版、1999)。
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た。逆に、8章TheSyllablesofTime:LanguageChange(英 語 史)と9

章TheTowerofBabel:LanguageoftheWorld(比 較 言語学)は 別々の章

であったが 、一 つの章に統合 された。初版 ではこれ らとは別に2章 に言語 の

起 源 を扱 う章 まで あ り、史的研究 が重要視 されて いた。 同様 に、LFで も5

版(1991年)ま で は歴 史言語 学 と英語史 は別 の章で あ ったが、6版(1996

年)以 降歴 史言語学 の章 に英語 史年 表や英語 の音韻変化 な どの フ ァイル7が

組 み込 まれ、10版(2007年)以 降英語 史に関す るフ ァイルを退 け、一般 的な

LanguageChangeを 扱 う章のみ とした。新 言語学 は普遍文法 もとめ るこ と

を最 重要 の 目標 とし、1970年 代 、80年 代 は、まず個 別言語 としては英語 か ら

分析 をすすめてい くとい う方針が共通認識 としてあ り、言語学 と英語学 の区

別な く研 究が おこなわれていた。その ような言語学 と英語学 の区別をあえて

明確 に しない状況が 、F&R初 版(1974)やLFの2版(1982)の よ うな初期

の版 において英語史 とい う章が設 け られていたこ とに反映 されていた といえ

る。

その他 のF&Rの 特 徴 として は、5版(1993)か ら音声学 ・音韻論 の章が

序論 の次の2、3章 の位置 か ら形態論 、統語論 の次 に下が ったこ とが挙 げ ら

れ る。語 用論 は初 版 では触 れ られ てい なかったが、 その後3版(1983)で

SpeechActsが と りあげ られ、少 しず つ内容 を増 や している ものの独立 した

章にはい まだな ってい ない。 それに対 して、LFは 音声学 ・音韻論、形態論、

統 語論 とい う小 さい単位 か ら大 きな単位へ とすす む従 来型 の章立 てを堅持 し、

語用論 について も3版(1985)か ら独立 した章 として取 り上 げている。 ただ

し、Variationな どの言語使用の領域 は充実 している とは言いがたい。 また、

著 者 の一 人で あ るRodman氏 の専 門が コン ピュー タ言 語学 であ る ことか ら

か、F&Rは 初 版か らコンピュー タに よる 自然言 語処理が独 立 した章の一つ

になっている。

次 にイギ リスの出版物 につい て も簡単 に触 れてお きたい。近年言 語学 の

各 分野 に関 して、ハ ン ドブ ックの 出版 が活 発で ある。そ のなか で、2006年

にBasAartsとAprilMcMahon編 の800頁 に のぼる大著 、TheHαndbook(～ ア

LFで は、各章は短い単元か ら成 り立っており、一つ一つの単元はファイルと呼

ばれている。
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IlngLishLi7zgzeZsticsが 出版 された。各項 目ご とに分 かれ総勢41人 の執筆者が

各 自得 意 とす る項 目を執筆 している。まず 「方法論」 のパ ー トにおいてコー

パ ス言語学 や英文法 の記述 、デー タ収 集法 についてのべ 、「統語論」、「音声学 ・

音 韻論 」、「語彙 ・形態論」、「変異 ・談話 ・文体 ・語法」 のパ ー トに大 きく分

けて詳述 してい る。F&RやLFと 異 な っているのは、あ くまで現代 英文法 の

記 述が中心 となっているこ とである。言語心理学 や言語習得、認知意味論へ

の言 及が ない点 も異 なっている。また、通 史 としての英語史 もな く、統語構

造 の変化 とい う章が あるのみ であ る。2冊 目と して、 ランカ スター大 学 の

JonathanCulpeper他 編E?zg屍sんLingzeistios,1)esoriptZon,Variαt20?zα?zd

Context(2009)も 参 考 になる だろ う。構 造(語 用論、 テ クス ト言語学 も入

る)、 英語 史、地域 ・社会 変異、書 き言葉(新 聞、広告、文学作 品、 テクノ

ロジー な どの分野)、 コ ミュニケー シ ョンとの相互関連、教育 のパー トに大

き く分かれ、700頁 を超 える大 著であ る。教育 のパー トに言語習得 関係 の章

があるが 、脳科学 には触 れず 、ご く簡単 な総論 に しか過 ぎない。特 に、書 き

言 葉のパ ー ト(EnglishWriting:Style,GenreandPractice)に 見 られ る よ

うに、実際の言語使用 の分析 とい う伝統 的な英語学 の立場 を大事 に している

ことがわかる。これ らの点が アメ リカの言語学概論書 とは異 なっているので

ある。 また。本書 は2018年 に2版 が 出版 されて、い くつ かの章 の入 れ替 えが

あ った。 その 中で注意 を引 くの は最 後 にEnglishInvestigatingと い うパ ー

トを新 たに設け、 コーパ ス英語学 と英語学研究方法 につ いて述べ ているこ と

であろ う。

4ま とめ

東京大学文学部の便覧による調査からは、中島文雄氏が実質的に戦後はじ

めた 「英語学概論」の授業が原型となり、現在まで続いていることがわかった。

しかし、その内容は、中島氏の概論が歴史主義的な立場 と科学的文法論に立

脚 していたのに対 して、後任の長谷川欣佑氏の概論は1965年 代以降革新的な

変形生成文法を中心 とする英文法論や音韻論にかわった。さらにその後任の

今西典子氏、渡邉明氏においてもその方向性は強まり、研究 と概論が直結 し

ている。東京大学では20世紀の言語学の変化を簡単に乗 り越えたといえる。

英語学の入門を教える教科書や参考書の変遷をみると、ことはそんなに簡
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単な道のりではない。50年代から80年代まで、伝統的なアプローチで英語学

の基本的なインベントリーが教えられた。1951年 に中島氏の「英語学概論上』

に掲載 された 「英語学概論」以降、現代英語を概観する洋書に日本人の英語

学研究者が注をつけた教科書や翻訳書が出版 され、80年代頃まで長 く利用 さ

れた。その後、日本人研究者 自身による概論書が頻繁に出版 されるようにな

ったが、変形生成文法の導入には紆余曲折があったようだ。例えば、1984年

のダービーシャーは、伝統的な章立ての後、最後に章 というステータスもな

しに、「変形生成文法」の記述を設けている。まるで、 どう扱えば良いのか

困ったかのようだ。1980年 代、90年代でも、石黒他(1987)や 安藤(1991)の よ

うに、伝統文法、構造主義言語学の流れをまず説明 し、そこか ら変形生成

文法の基本的な考え方を解説する、という方法 も見られた。構造主義言語

学のIC分 析 からスター トした方が、句構造規則の概念に繋 げやすい。その

後、文法の記述に関しては生成文法の立場で記述することが一般的になって

いった。F&RやLFだ けでなく、最近イギリスで出版された総括的な概説書

として、Culpeperetal.(2009)とAartsandMcMahon(2006)(2018)を 挙

げたが、どちらも英文法の文構造の解説には生成文法理論はもはや前提 とし

て含まれている。20世紀の言語学の成果 として、生成文法による英文の分析

は今後も重要 となるだろう。その一方で、太田朗氏は変形生成文法がまさに

活発化 してきた1969年 に、「変形文法は、伝統文法がとりあげていたような

課題をとりあげ構造言語学が もつような厳密な方法でこれを解決する可能性

を開拓 したと感ぜ られた点に、その発展の要因があると思う。(中略)印 象的、

主観的な内省に終始 して、人を納得 させるような検証を怠った時、厳密な定

式化、記号化のみに注意を奪われて、定式化 される事が らは従来から分かり

切ったことでなんらの新鮮味 もない時は、変形文法に対する興味が薄れる時

である。」(太 田1969:240-41)と 述べていたことを振 り返ると、60年 後

の今 どのように評価できるだろうか?必 ず しも 「印象的、主観的な内省に終

始」 したわけでもな く、「定式化される事が ら」に新鮮味を欠いているわけ

でもないでだろうが、評価は分かれるのかもしれない。少なくとも、多 くの

人は、極小理論、OT理 論 と進むにすれて 「厳密な定式化、記号化」 した理

論 を難解と感じているのではないかと思われる。

アメリカの言語学入門書であるF&RとFLの 時系列的な変化の調査か らは、

1990年代以降言語習得 と脳科学の記述が拡張 したことと英語史の記述が簡素
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化、消失したことがわかった。これは、80年代以降の言語学の流れとしては

予測できることであるが、「英語学概論」 としてはどうだろうか?戦 後、ア

メリカに留学 した日本人の英語研究者が言語学科に所属すると、母語である

日本語の研究を新 しい理論的枠組みで行 うように指導 されることがあり、帰

国後日本の英文科で理論言語学を講義することがよくある。60年 代から80年

代 ごろまでは言語学イコール英語学の時代であり、それでも問題なかったが、

徐々に乖離が生 じているようだ。そのカウンター反応 として、最近の日本で

出版 された概論書やイギリスの概説書に見 られるように、地域や社会や場面

による様々な変種、語用論や談話分析など実際の言語使用に根ざした分野へ

の目配りが もとめられている。また、言語学 と英語学が接近 していた時代の

感覚で現代の一般言語学のみをモデルとして英語学をとらえてしまうと、英

語の史的発達の重要性を見誤ってしまう可能性がある。 日本の大学の 「英語

学概論」においても特定分野に偏ることなく、多様化 した英語学の紹介 とな

るように多様な研究の可能性をしめすことが重要であろう。
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